
☆
二
〇
二
四
年
、
日
本
の
使
命

☆
二
つ
の
戦
争
（
ロ
シ
ア
・
ウ
ク
ラ
イ
ナ
戦
争
、
イ
ス
ラ
エ
ル
・
ハ
マ
ス
戦
争
）
を
抱
え
て
迎
え

た
世
界
の
新
年
。

そ
し
て
戦
争
へ
の
傾
斜
と
政
権
の
腐
敗
を
抱
え
て
迎
え
た
日
本
の
新

年
。

平
和
憲
法
の
視
点
か
ら
世
界
と
日
本
の
あ
る
べ
き
姿
を
さ
ぐ
っ
て
み
ま
す
。

（
一
）
二
つ
の
戦
争
に
終
止
符
を
打
つ
事
、
た
だ
ち
に
停
戦
！

◆
二
〇
二
二
年
二
月
に
起
こ
っ
た
ロ
シ
ア
・
ウ
ク
ラ
イ
ナ
戦
争
、
武
力
に
よ
る
早
期
決
着
は
不

可
能
に
見
え
ま
す
。

◆
「
い
や
、
可
能
だ
！
」
と
言
う
人
が
い
る
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。
ガ
ザ
地
区
の
戦
争
で
は
イ
ス

ラ
エ
ル
の
圧
倒
的
軍
事
力
で
決
着
す
る
か
に
見
え
ま
す
。
し
か
し
、
終
わ
っ
た
後
の
風
景
を

想
像
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。
瓦
礫
の
山
と
莫
大
な
命
の
損
失
、
そ
し
て
相
手
へ
の
激
し
い
憎

悪
の
感
情
が
残
る
だ
け
で
す
。
平
和
の
風
景
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

◆
こ
れ
に
は
、
直
ち
に
「
停
戦
」
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
し
て
頭
を
冷
や
し
て
、
お
互
い
の
平

和
と
国
民
の
幸
福
実
現
の
道
を
真
剣
に
考
え
る
こ
と
で
す
。

（
二
）
日
本
の
姿
ー
戦
争
へ
の
傾
斜
と
政
権
の
腐
敗
、
貧
困

◆
一
方
、
日
本
の
姿
は
ど
う
か
。
戦
争
は
無
か
っ
た
も
の
の
、
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
と
い
う
水
ぶ
く

れ
の
失
敗
経
済
で
G
D
P
は
中
国
や
ド
イ
ツ
に
抜
か
れ
、
国
民
の
貧
困
は
深
刻
で
す
。

◆
な
の
に
国
は
軍
事
費
は
過
去
最
大
七
兆
円
超
も
予
算
請
求
し
、
さ
ら
に
五
年
で
四
十
三
兆
円

も
増
や
す
と
言
っ
て
い
ま
す
。
沖
縄
で
は
完
成
の
見
込
み
の
無
い
辺
野
古
基
地
建
設
に
ジ
ャ

ブ
ジ
ャ
ブ
お
金
を
使
っ
て
い
ま
す
。

◆
こ
の
よ
う
な
危
機
的
状
況
な
の
に
、
政
権
は
政
治
資
金
の
裏
金
作
り
に
余
念
が
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
。
協
力
し
た
大
企
業
に
は
余
剰
資
金
が
五
一
〇
兆
円
も
た
ま
っ
て
い
ま
す
。

(

三
）
「
力
に
よ
る
解
決
」
と
き
っ
ぱ
り
訣
別
を

◆
今
起
き
て
い
る
戦
争
に
よ
っ
て
、
平
和
構
築
に
「
武
力
は
無
力
」
で
あ
る
事
が
証
明
さ
れ
ま

し
た
。
「
力
に
よ
る
解
決
」
と
い
う
考
え
か
ら
き
っ
ぱ
り
と
訣
別
す
べ
き
こ
と
を
こ
の
戦
争

は
教
え
て
い
ま
す
。

◆
国
連
が
機
能
を
失
っ
た
今
こ
そ
平
和
憲
法
を
持
つ
日
本
の
役
割
が
あ
り
ま
す
。
「
力
に
よ
る

解
決
」
を
信
奉
す
る
ア
メ
リ
カ
に
つ
い
て
行
く
こ
と
を
止
め
、
平
和
の
た
め
の
調
停
役
を
積

極
的
に
担
う
こ
と
、
こ
れ
が
平
和
憲
法
を
有
す
る
日
本
の
使
命
で
す
。

◆
新
し
い
年
の
初
め
、
日
本
は
世
界
の
平
和
と
豊
か
な
生
活
実
現
に
寄
与
す
る
国
へ
歩
み
出
そ

う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

二
〇
二
四
年
一
月
十
四
日
（
日
）
護
憲
平
和
行
進
（
通
算
６
８
３
回
目
）

浜
松
市
憲
法
を
守
る
会

事
務
局

浜
松
市
中
区
紺
屋
町
三
〇
一
ー
一
五

★
月
例
護
憲
平
和
行
進

毎
月
第
二
日
曜
日
・
午
後
一
時
・
浜
松
市
役
所
正
面
玄
関
集
合

浜松市憲法を守る会のホームページは http://gokenhamamatsu.g.dgdg.jp/→ 護憲浜松 で検索



日
本
国
憲
法

前
文
よ
り

日
本
国
民
は
、
恒
久
の
平
和
を
念
願
し
、
人
間
相
互
の
関
係
を
支
配
す
る
崇
高
な
理
想
を

深
く
自
覚
す
る
の
で
あ
つ
て
、
平
和
を
愛
す
る
諸
国
民
の
公
正
と
信
義
に
信
頼
し
て
、

わ
れ
ら
の
安
全
と
生
存
を
保
持
し
よ
う
と
決
意
し
た
。
わ
れ
ら
は
、
平
和
を
維
持
し
、

専
制
と
隷
従
、
圧
迫
と
偏
狭
を
地
上
か
ら
永
遠
に
除
去
し
よ
う
と
努
め
て
ゐ
る
国
際
社
会

に
お
い
て
、
名
誉
あ
る
地
位
を
占
め
た
い
と
思
ふ
。
わ
れ
ら
は
、
全
世
界
の
国
民
が
、

ひ
と
し
く
恐
怖
と
欠
乏
か
ら
免
か
れ
、
平
和
の
う
ち
に
生
存
す
る
権
利
を
有
す
る
こ
と

を
確
認
す
る


